
Journal of Surface Analysis Vol.21, No. 3 (2015) p.159 
編集後記 

−159− 

編集後記 
 

本号が，私が編集委員長として担当させて頂く最後の号になります．編集委員長を務めさせて頂いた３年

の間に JSA 誌に対する私の認識が大きく変わりました．それまでは，お恥ずかしながら JSA 誌に対して学術

雑誌の一つという認識でした．しかし，SASJ の会員の方々にどのような JSA 誌の記事が必要かをお尋ねする

過程で「表面分析の細かい技術について、記録に残さなければその技術は消失してしまう」という危機感を

多くの方がお持ちだということが分かりました．優れた成果は論文の形で残りますが，それを支えた細かい

技術や失敗事例や背景にある技術思想については，表面分析の現場の業務に重要であるにも関わらず記録さ

れずに若い世代に伝わらない，その危機感です．それに対する重要な解決策の一つが JSA 誌だと分かりまし

た．いわゆる一流誌（？）のように自身の結果の素晴らしさをアピールするためではなく，表面分析に関す

るあらゆる情報を分かり易い形で記録するその行為こそが JSA 誌の意義であると思います．気づくのが遅い

と諸兄に叱られそうですが，最期に当たり率直な気持ちを記させて頂きました．（吉川） 
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